
 

 

 

 

 

 

みんなでスポーツ、ふれあいの春 
 

ミラノ・コルティナ冬季オリンピック・パラリンピック、さらにWBCとスポーツの話

題に事欠かなかったこの春の始め、てるしのでも２つのスポーツイベントに参加し

てきました！ 仲間と体を動かして、交流を楽しんだひとときです。 

 

  

ＱＳＫ 

 

子
ね

の方向の星（北極星） 

 

にぬふぁぶし 
No.350 

QSK(にぬふぁぶし) 1997 年 9 月 18 日 第三種郵便物承認  通巻 8774 号 2026 年 3 月 6 日 発行   （１） 

(毎月 1.2.3.4.5.6.7 がつく日) 

 

『ナイスハート・ふれあいのスポーツ広場』 
（3月 6日／豊見城市民体育館） 

『パラスポーツでちむどんどん』 
（2月 28 日／島尻特別支援学校） 



 
 

魯迅のこころと憲法の精神のあいだで 

理事 高橋 年男 
 

魯迅のことば。「ドレイは、かれみずからがドレイの主人になったときに十全のド

レイ性を発揮する」 
 

先週、国会審議を伝えるテレビのあるシーンに、得も言われぬ嫌悪感を覚えて

固まった。翌日の新聞は、その場面を次のように報道した。 

（2月27日）、高市首相は「私がトランプ大統領と堂々と渡り合えるように働いて

くるのが赤沢大臣の仕事だ、私に恥をかかせるなというふうに、申し渡している」と

したうえで、背後に座る赤沢氏を振り返りながら「私に恥をかかせるな、言ったよ

ね」と念押しした。赤沢氏は自席で笑いながら反応。 
 

高市首相の振る舞いでもう一つ、脳裏から離れないシーンがある。 

昨年10月、高市氏は米海軍横須賀基地（神奈

川県）の原子力空母ジョージ・ワシントンにトランプ

米大統領とともに乗艦。「日本の防衛力を抜本的

に強化して、この地域の平和と安定に貢献してい

く」と演説した。数千名の米兵らの歓声に拳を上げ

て、跳びはねて応じた場面だ。演台の後ろには「力

による平和＝Peace Through Strength」の大

きな垂れ幕。高市氏はトランプ大統領に背中を支えられると右手を高く上げて、笑

顔で跳びはねながらその場で一周し、米兵らの歓声に応えた。 

日本がアメリカにこんな扱いされる場面を、私は初めて見た。その裏返しが赤沢

氏への「私に恥をかかせるな、言ったよね」。 
 

イランまで戦争のドミノに呑みこまれる瀬戸際の世界を前にして、それに抗うに

は勇気がいる。それでも「再び戦争の惨禍が起ることのないやうにすることを決意

し」、「全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権

利を有する」と謳う憲法を日本は持っている。戦火を止めるために対話による外交

努力を求めたい。沖縄の米軍基地を「他国への武力攻撃」に使わせないよう強く

訴えたい。社会的暴力の亀裂を修復し、人として人を辱めることのない社会連帯

の絆を、私たちも身近なところから積み上げていきたいものだ。 
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アンポンチンと呼んでください 
 
久しぶりにムツオのカフェに行ってきた。 

よく晴れた3月の朝。カフェルアナは以前紹介したとき（※にぬふぁぶし

No.336）と比べていろいろ変わっていたけれど、地域の雑多な立場の人た

ちが集まってゆんたく
．．．．

したり遊んだりする「きっかけと出会う場所」という

コンセプトは、もちろん変わらずそのままだった。 

この日は「哲学カフェ」という催しがあり、「ぱーらーうがんもー」の儀

間さん（※同No.342）から「来ませんか？」と声をかけていただいたので、

興味本位で出かけていったのである。自分に声がかかるくらいだからきっと

人集めがはかどっていなくて、せいぜい２～3人くらいかな？ と思って店

に入ると、すでに10人近くが集まっていた。車椅子の方もいれば、全盲の

方もいる。知っている顔もあれば、知らない顔もある。 

話すお題は、“障がいとは個性か？”――。 

 

 ところで、ぼくはセルフレジと有人レジがあれば喜んでセルフに並ぶし、

ガソリンスタンドでも同様である。そういう経験をしたことはないが、お気

に入りの店があって、でも通ううちにお店の人から顔を覚えられて、親しみ

とともに「いつものやつでいいですか？」みたいに声をかけられた瞬間、「あ

～あ、この店にはもう来られない！」と思ってしまうという現代社会の笑い

話にも、もしかすると共感ができる人間だ。 

 匿名性は心地よく、人と関わることはコスパもタイパも悪すぎる。そうで

しょ？ 自分一人で手いっぱいなのに人の機嫌まで面倒見切れないよ！ 

 そういう時代にあって、ムツオや儀間さんたちの活動や――あるいは家族

会活動ももちろん同様に——そこに集まってくる人たちとは、いったいなん

なのだろう？ 3月の日曜日、気持ちのいいこのよく晴れた朝に、ぼくたち

はなにを期待してわざわざ会しているのだろう。 

 

 ぼくもよく知る参加者の一人がおもむろに、「今日は自分のことをいつも

の名前じゃなくて、アンポンチンと呼んでほしい」と言いだした。ふだんの

日常空間でこんなことを言いだされたらさぞ面倒くさく感じるのだろうけ

れど、哲学カフェという時間では「ああ、そうなんだ」と思える。 
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 というか、ぼくが今日の時間に期待

していたのは、実はこういうことなの

かも知れなかった。知り合いが急にア

ンポンチンを名乗る。ぶっちゃけ、意

味はよくわからない。 

わからないものとの出会いだ。自分

とは違うものたちとの遭遇だ。 

それと同時に、アンポンチンとして

の自分自身の発露だ。 

我々が人との関わりを面倒なものと感じるのは、その関係性においてたい

ていは本来の自分らしい自分ではなくて、社会の成員として期待される、作

られた役割を演じなければならないからではないだろうか。 

個性とは、違いにおいて人と人とを区別するその人らしさだけれど、社会

は違いを面倒がる。だから、人の個性はどんどん住処
す み か

をなくしていっている

ように感じる。車椅子の人がいて、全盲の人がいて、アンポンチンがいる。

それぞれの違いは違いで、そのままのぼくたちがいる。 

この当たり前のことが、なぜだか最近は難しい。でも、ぼくたちのなかで

秘められたままに暴れ狂うアンポンチンも、ときには呼吸をしないといけな

い。世の中の都合や経済合理性などとは無縁の、ぼくたち自身だ。 

そういうものと邂逅
かいこう

して再び息をするための場所を、ぼくたちは求めてい

る。一緒に時間を過ごしたいと思える場所や相手とはつまり、人とは違う、

個性的な自分自身でいることにも無理がない場所や相手なのではないだろ

うか。ムツオや儀間さんや、そして家族会が広げようとしているのも、そう

いうふうなコミュニティなのではないだろうか。 

「あ、アンポンタンでもいいです」とアンポンチンが言っている。（増山） 
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「にぬふぁぶし」では、みなさまからの投稿原稿を歓迎いたします。 

心のこと、身体のこと、ちょっとした日常の出来事などなど、人とわ

かちあいたい想いがありましたら、どうぞお気軽にお寄せください。 

 

 宛先：〒901-1104 南風原町字宮平 206-1 

 Fax：098-888-5655 メール：terushino@castle.ocn.ne.jp 
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旧優生保護法による 

優生手術や人工妊娠中絶などを 

受けた方とご家族へ 
2025年1月17日に施行された「旧優勢保護補償金等支給法」に基づき、対称となる方に補償金等が支給されます。 

詳しくはこちらから 

【沖縄県の相談窓口】 

専用相談ダイヤル:098－894－2404 

受付時間：10時00分～17時00分（土日祝日、年末年始をのぞく） 

Mail：aa031305@pref.okinawa.lg.jp 

秘密は守られます。心当たりがあれば、まずはご相談ください。 

 

「精神障害者入院患者に対する地域生活体験事業」のご案内 
 
「退院したい！」という方や「退院って少し不安・・・」という方へ 

地域生活体験事業を利用してみませんか？ 
 

精神科を退院した後の住まいや日中の過ごし方などを体験してみましょう！ 
 

詳しいことやお問い合わせは沖福連まで 

TEL:098-889-4011 ／ ＦＡＸ：098-888-5655 

試して 
みよう！ 

【請求期限】2030年1月16日 



 

編集：公益社団法人 沖縄県精神保健福祉会連合会 

   会長 山田 圭吾 

〒901-1104 

沖縄県島尻郡南風原町字宮平206-1 

電話098-889-4011   

FAX098-888-5655 

E-mail terushino@castle.ocn.ne.jp 

 

発行：九州障害者定期刊行物協会 

   〒812-0068 

   福岡市東区社領1丁目12番4号 

   電話092-753-9722   

FAX092-753-9723 

定価：10円（会費に含まれる） 

◎編 集 後 記◎ 
 

先日助手席でナビをしていた時のこと、口

では「右」と言いながら指は左を差してい

た。また別の日は運転をしていて、助手席の

方が「左」と言っているのにハンドルを右に

切っていたということが何度もあった。ヤバ

い、ヤバすぎる。 

生活が便利になりすぎて考えることが少な

くなった弊害なのかも、とAIのせいにしてみ

る。思い返してみるとここ数年、本を読んだ

り何かを学習することから遠ざかっていた気

もする。生活が便利になって余った時間を有

効利用できるように何か新しいことを学んで

みようと、旧正月に目標を立てた。とりあえ

ずchatGPTに何を学んだらいいか聞いてみ

よう。（比嘉） 
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てるしのくんのまんが 
「送ってるよ」 

【寄付金／賛助会員加入のお願い】 
  
沖福連の活動は、みなさまからの賛助会

費やご寄付によって支えられております。 
今後とも、あたたかいご支援・ご協力を

どうぞよろしくお願いいたします。 
 
賛助会年会費 

・個人１口：2,000 円 

・団体・法人１口：10,000 円 

琉球銀行：南風原支店・普通口座 229887 

ゆうちょ：02020-0-37037 

（加入者名：公益社団法人 沖縄県精神保健

福祉会連合会） 
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